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平成 27 年度 市教育委員会表彰（教育表彰）で表彰さ
れた児童生徒の皆さんを紹介します。
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今回は「ゲンゲ」をご紹介

西都児湯医療センターが

▲まちなか地域福祉まつり 2016（２月 28 日）
イベントへの参加を通じて、住民が福祉について考える「まちなか地域福祉まつり
2016」が小野崎通り周辺で開催されました。バス引き大会やバザー、各種ステージ
など多彩な催しが行われ、たくさんの人でにぎわいました。
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※学年は受賞時（平成 28 年 3 月）のものです

※本市の教育表彰のうち、善行表彰を受けた方（本年度は 18
　人）に、『一般財団法人 椎屋恵進会』から楯と記念品が贈呈
　されました。同会は、模範となる善行のあった児童・生徒を
　表彰して優れた人材を育成するため、昭和 53年に椎屋喜之
　進氏（故人）によって設立された宮崎市の一般財団法人です。
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彰
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　教育表彰はお手本となる行いを

した児童・生徒と９カ年無欠席の

中学生に贈られます。

　今年は奨励表彰６人と、努力表

彰は９カ年無欠席の 12人を含め

て 15人に贈られました。

賞奨　励

賞努　力

賞努　力

妻北小学校　６年
鈴
す ず き

木　佑
ゆ う み

望　さん　
　「朝のあいさつ運動」を笑顔で
元気よく行い、下級生のお世話を
するなど、全校児童のお手本とな
りました。率先してゴミ拾いをす
るなど周囲のことを考えながら努
力を続けています。

 

妻
中
学
校

 　

福ふ
く
だ田　

光こ
う
し
ん伸　

君

奨
励
表
彰
の
６
人
を

　
　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す
。

奨励表彰

努力表彰

努力表彰

努力表彰の
３人を

紹介します。

三納小学校　６年
中
なかやま

山　愛
あ い な

菜　さん　
　どの教科にも意欲的に取り組
み、学習態度も良くみんなの模範
になりました。運動会では副団長
として団長を支え団を一つにまと
めました。県のピアノのコンクー
ルでも優秀賞を受賞しました。

妻中学校　３年
遠
と お め つ か

目塚　駿
しゅん

　君　
　生徒会長として全校生徒に信頼
されてきました。奉仕活動や募金
活動でも主体的に行動し、他の模
範となる姿勢が見られました。部
活動では美術部長として努力を続
け、数々の入選を果たしました。

妻中学校　２年
河
か わ の

野　絢
あやた

太　君　
第 66 回宮崎県中学校総合体育
大会 1500m 第２位

第 37 回九州中学校陸上競技大
会 1500m 第 5 位

妻中学校　３年
久
く ぼ た

保田　峻
しゅんすけ

介　君　
第 66 回宮崎県中学校総合体育
大会 400m 第 3 位（全国大会
参加標準記録突破）

第 42 回全日本中学校陸上競技
選手権大会出場

妻中学校　３年
中
なかむら

村　拓
たくま

真　君　
第 66 回宮崎県中学校総合体育
大会個人・団体ともに第 1 位

（弓道）

第 12 回全国中学生弓道大会個
人の部第 5 位

小
学
校
の
６
年
間
と
中
学
校
３
年
間
の

　
計
９
年
に
わ
た
り
、

　
　
一
度
も
欠
席
が
な
か
っ
た
皆
さ
ん
で
す
。

９カ年
　無欠席

都於郡中学校　３年
平
ひらばら

原　拓
たくま

真　君　
　２、３年時には生徒会長を
務めるなど、３年間生徒会の
中心的役割を担いました。生
徒会スローガンを発案すると
ともに、その具現化に向けた
基盤づくりに貢献しました。

都於郡中学校　３年
岡
お か だ

田　泰
たいすけ

輔　君　
　２、３年時には全校保体委
員長を務めるなど、体育的行
事などでリーダーシップを発
揮しました。小中合同運動会
では全体をまとめ上げ、心に
残る運動会に仕上げました。

三納中学校　３年
池
い け の

野　智
ともき

貴　君　
　生徒会長としてその責任を
果たし、全校生徒や先生方か
らの信頼を得ました。リーダー
としての資質も高く、小中合
同運動会では団長、野球部で
も主将として活躍しました。
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三
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井い
の
う
え上　

歩あ

み美  

さ
ん

12 人の皆さんには（財）
椎屋恵進会から楯と記
念品が贈られました。

岡田君には（財）椎屋恵進会から
楯と記念品が贈られました。

平原君には（財）椎屋恵進会から
楯と記念品が贈られました。

池野君には（財）椎屋恵進会から
楯と記念品が贈られました。

３
人
の
皆
さ
ん
に
は
（
財
）
椎
屋
恵
進
会

か
ら
楯
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



　

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
55
年
に
県
内
初
の
24
時
間
対

応
の
救
急
病
院
（
当
時
は
西
都
救

急
病
院
）
と
し
て
設
立
さ
れ
「
社

団
法
人 

西
都
市
西
児
湯
医
師
会
」

や
「
医
療
法
人
財
団 

西
都
児
湯

医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
地
方
独
立
行
政
法
人

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
公
的
な
立
場
で
地
域
に
必
要

な
医
療
を
提
供
し
な
が
ら
、
地
域

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
療
機
関

に
な
れ
る
よ
う
、
診
療
体
制
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

診
療
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
り
な
く
、
市
民
お
よ
び
地

域
の
皆
さ
ん
に
医
療
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
災
害
発
生
時

に
は
、
被
災
者
対
応
医
療
施
設
と

し
て
、
地
域
の
中
心
的
な
機
能
を

果
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
的
医
療
機
関
と
し

て
、
患
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
こ
れ
ま
で
以
上
の
親
切
で
丁

寧
な
対
応
と
、
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
の
充
実
お
よ
び
救
急
搬
送
患

者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
に
努

め
ま
す
。
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　４月１日、西都児湯医療センターは、西都市を
設立者として、県内初の病院事業を行う「地方独
立行政法人」となりました。今後は、設立者の西
都市が目標とする「安定的な救急医療の提供」を
実現するため、医療を提供していきます。

地
方
独
立
行
政
法
人
と
は
？

　

地
方
独
立
行
政
法
人
と
は
、
公

共
性
が
強
く
確
実
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
事
業
の
う
ち
、
民
間
に

委
ね
た
場
合
に
は
必
ず
し
も
実
施

さ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
も
の
を
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
わ
せ
る

た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
設
立
す

る
法
人
の
こ
と
で
す
。

市
立
病
院
で
は
な
く
、
地
方
独
立

行
政
法
人
に
し
た
の
は
？

　

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
民
間
の
機

動
性
と
柔
軟
性
を
、
公
的
医
療
機

関
と
し
て
今
後
も
十
分
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
行
っ
た
結
果
、
市
立
病
院

で
は
な
く
、
地
方
独
立
行
政
法
人

へ
の
移
行
を
選
択
し
ま
し
た
。

市
と
地
方
独
立
行
政
法
人
の
関
係

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

　

市
と
地
方
独
立
行
政
法
人
の
関

係
は
、下
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
法
人
に
対
し
、
達
成
す
べ

き
「
中
期
目
標
」
を
あ
ら
か
じ
め

示
し
ま
す
。
法
人
は
そ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
「
中
期
計
画
」
を

作
成
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
病
院
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
救
急
医
療
な
ど
の
不
採

算
事
業
へ
の
「
運
営
費
負
担
金
」

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
毎
年
度
の
業
務
実
績
や
目

標
達
成
状
況
は
、
市
の
附
属
機
関

で
あ
る
「
評
価
委
員
会
」
が
評
価

し
、結
果
を
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

【問い合わせ】地域医療対策室　32-1015

　
「
医
療
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財
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児
湯
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４
月
１
日
か

ら
「
地
方
独
立
行
政
法
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西
都

児
湯
医
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セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

民
間
の
「
医
療
法
人
財
団
」
か

ら
「
地
方
独
立
行
政
法
人
」
に
病

院
運
営
が
移
行
す
る
こ
と
は
国
内

で
も
珍
し
い
事
例
で
す
が
、
当
セ

ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
民
間
の
手
法

で
運
営
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
験

を
強
み
に
、
病
院
経
営
が
健
全
化

す
る
よ
う
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人
化
し
た
目

的
の
１
つ
に
、
一
次
・
二
次
救
急

を
は
じ
め
と
す
る
当
セ
ン
タ
ー
の

医
療
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
の
状
況
は
、
平
成
24

年
度
、
西
都
消
防
署
管
内
の
救
急

搬
送
患
者
を
当
セ
ン
タ
ー
を
含
む

市
内
の
病
院
で
受
け
入
れ
た
割
合

は
５
割
５
分
で
し
た
。
近
年
、
当

セ
ン
タ
ー
の
夜
間
帯
な
ど
に
お
け

る
受
け
入
れ
が
進
み
、
受
け
入
れ

割
合
は
６
割
程
度
に
向
上
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
７
割
近
く
ま
で
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
救
急
医
療
以
外
に
も
、
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
に
対
す
る
取
り
組
み

や
災
害
拠
点
・
後
方
支
援
病
院
と

し
て
の
役
割
、
機
能
の
異
な
る
病

院
と
の
連
携
方
法
な
ど
新
た
な
体

制
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人
と
な
っ
て

も
、
理
事
長
の
権
限
は
変
わ
ら
な

い
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
、
医

療
環
境
の
変
化
な
ど
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
公
的
医
療
機
関
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
職
員
の
意
識
向
上
や
情
報
公

開
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
は
、
医
師
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全

で
安
心
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

良
質
で
安
全
な
医
療
の
提
供
に
努

め
ま
す
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

③入院診療

地方独立行政法人 西都児湯医療センター
診療体制

①外来診療

・診療時間

②夜間診療

・診療時間

区分 平日 土曜日

TEL　0983-42-1113（代表）

午前
受付時間

診療時間

8:30 ～ 11:00 8:30 ～ 11:00

9:00 ～ 12:00 9:00 ～ 12:00

午後 14:00 ～ 17:00 休診

区分 平日 土・日・祝祭日

夜間
受付時間

診療時間

18:45 ～ 22:45

19:00 ～ 23:00

・診療科　内科、外科

・診療科

・病床数

・診療科　脳神経外科、呼吸器内科、消化器内科、
              循環器内科、膠原病内科、放射線科

【脳神経外科】
　受付時間は、午前中のみ。※木曜日は定例手術日です。
　●脳神経外科専門外来
　月曜・火曜・水曜・金曜日の午前中は、「頭痛、めまい、
　しびれなど」の症状のある方は、専門的な診察が可能
　です。

※注

※注　脳神経外科と内科の午後の診療は、病棟診療（回
　　　診、処置、家族の説明）、手術、医療機関からの
　　　紹介、救急搬送患者の対応のみです。

　●呼吸器内科専門外来 
　月曜日から金曜日の午前中は呼吸器症状（息がしにく
　い、せきが多い、痰が多い、胸が痛いなど）のある方
　は、紹介状がなくても診察は可能です。
　●循環器内科専門外来
　月曜・火曜・木曜日の午前中は循環器症状（胸が痛い、
　背中が痛い、脈が乱れる、動悸がする、歩くと苦しい
　など）のある方は、紹介状がなくても診察は可能です。

内科の専門外来（午前中）を、平成28年 4月より
新設いたします。

※内科の診療は１ケ月のうち４日程度、外科の診療は
　１ケ月のうち２日程度は休診です。
　詳細はホームページでご確認ください。

【内科】
　受付時間は午前中のみ。かかりつけ医のある方は、医療
　機関からの紹介状が必要です。

ホームページ　 http://www.skmc.jp

稼働病床数　　　65床（許可病床数　91床）
脳神経外科病棟　33床（2階病棟）　
内科病棟　　　　32床（3階病棟）

脳神経外科、呼吸器内科、消化器内科、
循環器内科、膠原病内科、
リハビリテーション科

地
方
独
立
行
政
法
人  

Ｑ
＆
Ａ

地方独立行政法人 西都児湯医療センター　長田直人 理事長 兼 病院長

理事長が語る「地方独立行政法人」としての医療

評価結果・
意見の通知

西都市 地方独立行政法人

議会 市長

評価委員会

地方独立行政法人
西都児湯医療センター

理事長

理事 監事

中期目標

中期計画

運営費負担金

業務実績報告

業務評価・勧告

地方独立行政法人の運営のイメージ

【議決事項】
・定款の策定
・中期目標の策定
・重要な財産の処分
・運営費負担金の予算

●中期目標・中期計画策定時などの意見
●毎年度、中期目標期間における事業評価

評価結果の報告

地
方
独
立
行
政
法
人
に
な
っ
て

西都児湯医療センターが
「地方独立行政法人」として
新たにスタートします



　

現
在
（
平
成
28
年
度
）
の
中
学

３
年
生
が
高
校
入
試
を
受
け
る
と

き
ま
で
は
、
２
校
で
そ
れ
ぞ
れ
生

徒
募
集
を
行
い
ま
す
が
、
現
在
の

中
学
２
年
生
の
高
校
入
試
時
に

は
、
妻
高
校
と
西
都
商
業
高
校
を

統
合
し
た
新
高
校
で
生
徒
募
集
を

行
い
ま
す
。

　

新
高
校
移
行
期
の
様
子
を
図
で

表
す
と
、
左
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。２
年
後
の
平
成
30
年
度
に
は
、

現
在
の
中
学
２
年
生
が
新
高
校
の

１
年
生
に
な
り
、
現
在
の
中
学
３

年
生
は
そ
れ
ぞ
れ
妻
高
校
も
し
く

は
西
都
商
業
高
校
の
２
年
生
に
な

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

移
行
期
間
で
あ
る
平
成
30
年
度

お
よ
び
平
成
31
年
度
は
、
市
内
に

県
立
高
校
が
３
校
存
在
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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妻高校・西都商業高校が統合されます

　昨年９月に「西都市県立高等学校活
性化研究協議会（橋田和実会長）」が
統合を求める要望書を提出したことを
受け、昨年 11月、県教育委員会が妻
高校と西都商業高校を統合した新高校
を開校することを発表しました。

①平成30年４月に、２校を統合した新高校を開校します（現在の中学２年生から対象）
②新高校の学級数は１学年７学級規模を基本に検討を行います
③新高校は、妻高校と西都商業高校の既設の学科を基本としながら、魅力と活力のある新学科または
　新コースの設置について検討を行います
④新高校は妻高校の敷地を活用します
⑤新高校名、募集学科、募集定員については、平成29年７月に発表します
⑥妻高校と西都商業高校の入学試験は、平成29年度入学者に対して実施するものが最後となります
⑦平成30年度入学者への入試から、妻高校・西都商業高校としての募集は終了となるため、平成 30
　年度の両校は２学年と３学年のみとなります

妻高・西都商が統合されるとどうなるの？

年　度 妻　高 西 都 商新 高 校

平成 29年度

平成 30年度

平成 31年度

平成 32年度

※現在中学 3年生
　が入学

※現在中学 2年生
　が入学

※現在中学 1年生
　が入学

※現在小学 6年生
　が入学

高校 2年生

高校 3年生

高校 3年生

高校 1年生
高校 2年生
高校 3年生

高校 1年生

高校 2年生
高校 3年生

高校 2年生
高校 3年生

高校 3年生 高校 3年生
高校 2年生

高校 1年生

高校 1年生

高校 2年生
高校 1年生

高校統合に関するQ＆Ａ

　西都商業高校に入学すると、平成30年度は2年生と3年生、
平成31年度は3年生だけになりますが、学習などに支障はな
いでしょうか？

Q．

　全ての生徒の皆さんが希望する進路を実現できるように、
これまでと同じように適切に指導していきます。普通教科も
専門の教科も充実した指導ができるよう、職員の指導体制を
閉校する平成 31年度まで整えます。もちろん、生徒の皆さ
んが意欲的に努力することが大切です。

Ａ．

　中学校では、部員が少ない学校
は他の学校と合同で大会などに出
場できますが、高校でもできます
か？

Q．

　高校でも、再編成に伴って生
徒数が少なくなる場合は、他の
学校と合同で大会に出場するこ
とができます。もちろん、全国
大会にも出場できます。

Ａ．

　西都商業高校では全体の
生徒数が少なくなるので、
いろいろな部活動ができな
くなりませんか？

Q．

　全ての部活動を用意で
きないことは考えられま
すが、妻高校との合同チー
ムでの出場も可能です。

Ａ．

　妻高校と西都商業高校の制服
は、新高校の制服になるのです
か？

Q．

　入学した妻高校または西都
商業高校の現在の制服のまま
です。平成 30年度に新高校に
入学する生徒から新しい制服
になります。

Ａ．

　平成29年度に妻高校に入学
すると、2年生からは部活動を
新高校の1年生と一緒にする
ことになるのでしょうか？

Q．

　平成 31年度まではそうい
うことも可能です。大会にも
合同で出場することができま
す。もちろん、単独校として
も出場できます。

Ａ．

妻高校および西都商業高校への支援
　妻高校と西都商業高校がこれまで以上に魅力と活力のある学校となるために、本年度から新たに支
援を行います。

１．西都地区生徒寮助成金（毎月 1万円を上限）
　　　西都商業高校において管理されている「県立西都地区生徒寮」に入寮する生徒の保護者に対する助成金

３．西都市県立高等学校民間講師等招聘事業補助金（総額 50万円）
　　　両校における学力向上やキャリア教育の推進のために、民間講師などを招聘して講演会や課外授業などを
　　実施する場合の補助金

２．西都市県立高等学校就学費用等助成金
　　（１）検定料等助成金（総額 252万円）
　　　　　 介護福祉士検定、簿記能力検定、ビジネス文書検定、日本漢字能力検定、実用英語技能検定、情報処
　　　　理検定、その他進学に係わる模擬試験など、生徒が受験する検定試験料の助成金
　　（２）部活動後援費助成金（総額 84万円）
　　　　　 部活動の遠征や各種大会の参加、備品の購入など部活動を運営する際の助成金
　　（３）教育後援費助成金（生徒 1人あたり 1万円  ※入学時に１回限り）
　　　　　 平成 28年度以降に市内高校へ入学する生徒の保護者に対し、経済的負担を軽減するための助成金

　現在中学3年生の皆さんが妻高校または西都商業高校のいずれかに進学しても、これまでと同じように学習

でき、進路希望を実現できるように支援していきますので、安心して市内高校への進学を選んでください。

しょうへい



市
政
レ
ポ
ー
ト

市 政レポート
市政の動きや情報をお伝えします

さ
い
と

さ
い
と

eporR t！

地
域
雇
用
創
造
協
議
会
が
成
果
を
発
表

商工観光課　商工振興係　43-3222

日
向
国
府
跡
で
前
身
官
衙
の
正
門
を
発
見

社会教育課　文化財係　43-0846

日
産
自
動
車
か
ら
Ｅ
Ｖ
車
を
貸
与

生活環境課　43-3485

尾
八
重
地
区
活
性
化
推
進
委
員
会
が
表
彰市民協働推進課　43-1204

自
動
車
整
備
振
興
会
か
ら
寄
贈

教育政策課　43-3438
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２
月
16
日
〜
３
月
６
日
、
市
歴
史
民
俗
資
料

館
で
企
画
展
「
伊
東
マ
ン
シ
ョ
と
銀
鏡
神
楽
ミ

ラ
ノ
万
博
公
演
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
イ
タ
リ
ア
で
発
見
さ
れ

た
本
市
出
身
の
伊
東
マ

ン
シ
ョ
の
肖
像
画
や
、

ミ
ラ
ノ
万
博
で
行
わ
れ

た
本
市
の
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
「
銀

鏡
神
楽
」
の
奉
納
の
様

子
な
ど
を
写
真
パ
ネ
ル

で
展
示
し
、
紹
介
し
ま

し
た
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
行
政

機
関
や
会
社
・
お
店
な
ど
の
民
間

事
業
者
に
お
い
て
、
障
が
い
を
理

由
と
し
た
差
別
を
禁
止
す
る
た
め

の
法
律
で
す
。

　

こ
の
法
律
は
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者
に

対
す
る
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱

い
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
と

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

①
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は

　

正
当
な
理
由
も
な
く
障
が
い
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制

限
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
他
に
方
法
が
な
い
場
合

は
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」

に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

車
い
す
だ
か
ら
お
店
に

入
れ
な
い
　
な
ど

②
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
と
は

　

障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
社
会
的

障
壁
を
取
り
除
く
た
め
の
何
ら
か

の
配
慮
を
求
め
る
意
志
の
表
明
が

あ
っ
た
の
に
、
必
要
な
合
理
的
配

慮
を
行
わ
な
い
こ
と
（
負
担
に
な

り
過
ぎ
る
場
合
は
行
わ
な
く
て
よ

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

聴
覚
障
害
者
が
筆
談
な
ど

の
対
応
を
求
め
て
い
る
の

に
応
え
な
い
　
な
ど

　

雇
用
の
創
出
に
取
り
組
む
「
市

地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
が
活
動

成
果
の
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
雇
用

創
出
を
目
指
す
厚
生
労
働
省
の
委

託
事
業
と
し
て
活
動
。
６
次
産
業

化
の
推
進
や
地
域
特
産
品
の
販
路

拡
大
、
癒
や
し
を
テ
ー
マ
に
し
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
末
で
そ
の
活
動
期
間
が
終

了
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

成
果
を
雇
用
創
出
へ
活
か
し
て
も

ら
お
う
と
、２
月
15
、27
日
に
『
成

果
物
公
開
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催
し
、

関
係
者
や
市
内
事
業
者
な
ど
が
参

加
。
３
年

間
の
実
績

内
容
や
ノ

ウ
ハ
ウ
な

ど
を
報
告

し
、
参
加

者
と
意
見

を
交
換
し

ま
し
た
。

　

市
で
は
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
記
紀
の

道
」
周
辺
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
や
意

見
交
換
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
「
市
歴
史
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
が
２
月

22
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
整
備
の
進
捗
状
況
や
今

後
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
担
当
者

か
ら
説
明
が
あ
り
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
記
紀
の
道
」
は
神
話
伝
承
地

を
経
由
す
る
都
萬
神
社
か
ら
男お

さ狭

穂ほ
づ
か塚
・
女め
さ
ほ
づ
か

狭
穂
塚
の
約
４
キ
ロ
の

散
策
ル
ー

ト
で
す
。

現
在
着
工

中
の
第
２

工
区
は
平

成
28
年
度

中
の
完
成

を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
寺
崎
地
区
で
発
掘
調
査
中

の
国
指
定
史
跡
「
日
向
国
府
跡
」

で
「
前
身
官か
ん
が衙
」
の
正
門
（
南
門
）

柱
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
官
衙
」
は
７
世
紀
末
か
ら
８

世
紀
前
半
の
時
代
に
役
所
の
役
割

を
果
た
し
た
建
物
で
、
日
向
国
府

跡
で
こ
れ
ま
で
に
発
掘
さ
れ
た
８

世
紀
後
半
の
国
の
役
所
「
国
庁
」

よ
り
さ
ら
に
古
い
時
代
の
建
物
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
発
見
し
た
正
門
（
南
門
）

跡
は
、南
向
き
で
格
式
の
高
い「
八

脚
門
」
と
呼
ば
れ
る
様
式
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
、
同
史
跡
で
現
地
説

明
会
を
午
前
と
午
後
の
計
２
回
開

催
し
、
約

90
人
が
参

加
。
今
回

の
発
見
内

容
な
ど
に

つ
い
て
、

担
当
職
員

が
説
明
し

ま
し
た
。

　

日
産
自
動
車
株
式
会
社
が
『
電

気
自
動
車
活
用
事
例
創
発
事
業
』

の
一
環
と
し
て
、
県
内
で
は
初
め

て
本
市
に
電
気
自
動
車
を
無
償
貸

与
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
３
月
10
日
に
市
役

所
正
面
玄
関
前
に
て
、
市
と
同
社

の
関
係
者
出
席
の
も
と
貸
与
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

貸
与
さ
れ
た
車
両
は
、
主
に

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
に
活
用

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
最
大

１
５
０
０
Ｗ
の
電
力
を
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
、
災
害
時
の
蓄
電
池

と
し
て
、
屋
外
で
の
非
常
電
源
に

も
活
用
で
き
る
と
の
こ
と
。

　

今
後
は

休
日
の
イ

ベ
ン
ト
で

の
利
用
を

含
め
、
Ｅ

Ｖ
車
の
有

効
活
用
が

期
待
さ
れ

ま
す
。

　
「
明
日
の
み
や
ざ
き
づ
く
り
表
彰
」
に
尾
八

重
地
区
の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
す
る
「
尾
八

重
地
区
活
性
化
推
進
委
員
会
」（
長
友
雅
章
会

長
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
社
会
貢

献
に
取
り
組
む
個
人
や

団
体
な
ど
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
２
月
16
日
、

県
庁
で
表
彰
式
が
開
催
。

表
彰
式
後
、
同
委
員
会

の
長
友
会
長
ら
が
市
長

室
を
訪
れ
、
市
長
に
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

県
自
動
車
整
備
振
興
会
西
都
支
部
（
斉
藤
良

美
支
部
長
）
が
小
中
学
校
な
ど
で
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
掲
示
板
13
枚
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
支
部
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
行
っ
た
も
の
。
２

月
24
日
、
斉
藤
支
部
長

ら
が
市
長
室
を
訪
れ
、

寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
掲
示
板
は
市
内
の

小
中
学
校
に
１
台
ず
つ

配
布
さ
れ
、
１
台
は
市

役
所
本
庁
舎
で
使
用
さ

れ
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？
　
障
害
者
差
別
解
消
法

福祉事務所　障害福祉係　43-1206

市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
企
画
展
を
開
催

社会教育課　文化財係　43-0846

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
を
開
催

商工観光課　都市デザイン係　43-1321

×
×

●
●

国の行政
機関・地方
公共団体
など

民間事業者
　  （※）

※民間事業者には、個人事業者、NPOなどの非営利事業者も含みます。

不当な差別的取り扱い 障がい者への合理的配慮

不当な差別的
取り扱いが
禁止されます。

不当な差別的
取り扱いが
禁止されます。

障がい者に対し、
合理的配慮を
行わなければ
なりません。

障がい者に対し、
合理的配慮を行う
よう努めなければ
なりません。

禁止禁止

禁止禁止

法的
義務
法的
義務

努力
義務
努力
義務

例

例　
障
が
い
の
な
い
人

と
違
う
扱
い
を
受
け
て

い
る
の
で
「
不
当
な
差

別
的
取
り
扱
い
」
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
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地
域
自
慢
の
食
材
を
使
っ
た

　
創
作
料
理
で
競
う

さいとこゆ「食」の大運動会

　２月 14 日、あいそめ広場を中心に『さ
いとこゆ「食」の大運動会』が開催され
ました。市内外から全 15 チームが出場
し、それぞれ地元の食材を使ったオリジ
ナリティあふれる創作料理を販売。当日
は晴天に恵まれ、各販売ブースには長い
列ができていました。購入者の投票と特
別審査員の点数により、優勝は『チーム結』
の『にらだんご de PON』に決定しました。

エ
イ
サ
ー
で
西
都
を
元
気
に

本
場
沖
縄
か
ら
も
応
援

こんね西都 踊るよエイサー

　２月 27 日、市文化ホールで『こんね西
都踊るよエイサー』がありました。これ
は市内２つのエイサー団体が中心となっ
て結成した実行委員会が、今年初めて開
催したもの。県内の5団体が出演したほか、
特別ゲストの『沖縄古武道太鼓集団 風之
舞』が本場沖縄の迫力あるエイサーを披
露。会場は満員で、観客が一緒に手拍子
をするなど、大いに盛り上がりました。

キ
ャ
ン
プ
中
の
ヤ
ク
ル
ト
球
団
か
ら

　
　
　
プ
ロ
の
技
術
を
学
び
ま
し
た

ヤクルトスワローズによる
　　　　　　　　　少年野球教室
　２月 14、21 日、西都原運動公園で『ヤ
クルトスワローズによる少年野球教室』
が行われました。これは本市で２軍が春
季キャンプを行う同球団の協力で開催さ
れたもの。２日間開催され、市内の野球
少年団６チーム約 40 人が参加しました。
教室では同球団のスタッフが、バッティ
ングやキャッチボールなどの指導を行い、
子どもたちは貴重な体験をしました。

人
生
を
楽
し
く
豊
か
に

　
　
　
　
　
年
に
１
度
の
成
果
発
表

西都市生涯学習フェスティバル

　３月６日、市勤労青少年ホームを中心
に『市生涯学習フェスティバル』が開催
されました。白梅保育園の園児による太
鼓演奏で始まり、舞台発表では太極拳や
ダンス、ギター演奏など出演者らはそれ
ぞれが練習してきた成果を披露しました。
また敷地内の公民館や図書館、歴史民俗
資料館でも同時にさまざまな催しが実施
され多くの来客でにぎわいました。

NHK『旅するラジオ』公開放送
　２月 17 日、西都原ガイダンスセンターこのはな館前広
場で NHK ラジオ番組『旅するラジオ』の公開放送が行わ
れました。この番組はＮＨＫラジオ第１放送の人気番組
で、全国各地から生中継を行っています。この日は公開
放送を見ようと市内外から約 90 人が集まりました。番組
内では、自転車を活かしたまちづくりや本市特産のピー
マンなどが紹介されました。

西都市地域づくり講演会
　２月 20 日、市文化ホールで『市地域づくり講演会』が
行われました。これは、市民の方に地域づくりの必要性
や意義について理解を深めてもらうため毎年開催してい
るもので、日南市酒谷地区むらおこし推進協議会の日髙
茂信会長が『小さな自治と足元学で地域づくり』と題し
て講演。またロビーでは市内に７つある各地域づくり協
議会の取り組みなどを紹介するパネル展も行われました。

妻南小学校　１／２成人式
　２月 23 日、妻南小学校４年生のクラスが１／２成人式
を行いました。これは、成人である二十歳の半分の年齢
となった４年生の各クラスで、参観日に合わせて行われ
たもの。取材したクラスでは『10 年間ありがとう これか
らもよろしくね会』と題し、10 年間の思い出を劇で表し
たり、保護者へのお礼の手紙を 1 人ずつ読み上げたりす
ると、感激して涙ぐむ保護者も見られました。

第 17 回 西都市合唱祭
　３月 12 日、市民会館で『市合唱祭』がありました。こ
れは同祭実行委員会が中心となり、市の主催で毎年開催
しているもの。市内だけでなく新富町や高鍋町からも３
学校が参加し、小学生からベテランまでの全 9 団体が出
演しました。それぞれが今まで練習してきた美しいハー
モニーを披露し、観客はじっくりと聞き入っていました。
最後は出演者と観客全員で西都市民歌を合唱しました。

ま
ち
の
話
題

ち の 話 題ま ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

講座「西都原古墳群を歩く」
　３月５日、西都原古墳群で『西都原古墳群を歩く』が
行われました。このイベントは県立西都原考古博物館が
開催したもので、約 30 人が参加しました。参加者は、同
館の担当者による説明を受けながら、同古墳群の第３支
群を中心に散策。発掘調査中の 265 号墳では、過去の調
査結果や今年度の調査状況などが紹介され、参加者は真
剣に聞き入っていました。



人人今月の今月の

が
増
え
た
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
回
答
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
調
査
員
と
し
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
」
と
、
こ
れ
ま
で

の
統
計
調
査
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
『
宮
崎
県
統
計
協

会
会
長
賞
』
も
受
賞
し
た
鬼
塚
さ

ん
に
、
調
査
員
と
し
て
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
を
聞
く
と
「
ま
ず
は

怪
し
い
人
だ
と
思
わ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
」
と
笑
顔
で
話
し
な

が
ら
も
「
そ
の
た
め
に
、
調
査
に

来
た
と
い
う
こ
と
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
」
と
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の

心
配
り
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
鬼
塚
さ
ん
の
趣
味
は
ス

ポ
ー
ツ
。
妻
南
地
区
体
育
振
興
会

で
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
部
門
の
部
長
な

ど
も
務
め
、
鬼
塚
さ
ん
自
ら
も
夫

の
正
博
さ
ん
と
一
緒
に
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
試
合
に

参
加
し
て
い
る
そ
う
。「
運
動
す

る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
に

も
な
り
ま
す
ね
」
と
楽
し
そ
う
に

話
し
ま
す
。

　

最
後
に
「
私
も
協
力
す
る
け
ど
、

若
い
人
た
ち
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
、
若
い
調
査
員
の
活

躍
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
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年 10 月に行われた『西都・西米良園芸振興
生産者大会』で、品目別優良生産者（オクラ）

として２年連続で表彰を受けた八藤さん。
　「年を取ったからと言って仕事をしなかったら
ダメ。体力的に難しいところは人に頼んだりして、
できる限り続けていきます」と笑顔で話してくれ
ました。高品質のオクラをたくさん収穫するには、
植え付けや肥料の散布など、ベストなタイミング
を見極めて行わなければなりません。長年の経験
から、畑の状態を見て判断しているそうです。
　趣味は読書で、「家庭の医学」なども愛読して
います。「書かないと頭がぼんやりしてしまう」と、
毎日の日記も欠かさず付けているそう。
　「100 歳を越えても元気に仕事を続けていきた
い」と抱負を語ってくれました。

昨

　私にとって西都は、心が落ちつく素てきな町です。
西都は、桜やコスモス、菜の花といった自然が豊富で、
九州一の古墳など、たくさん良いところがあります。
特に西都原にたくさんコスモスがさいているところが
好きです。私は、母の仕事の都合により、しばらく、
西都をはなれていました。ずっと住んでいた町なの
で、はなれるのがとてもさびしかったです。でも、そ
れにより、西都の今まで知らなかったことが分かり、
新しい良い所を発見することができました。
　良い所もたくさんありますが、直さないといけない
点もたくさんあります。私が理想とする西都市は、「み
んなが暮らしやすく、協力できる町」です。今、西都
市は、みんなが住みやすい町でしょうか。この西都市
をかえることができるのは私達だと思います。この恵
まれた環境で育った私達だからこそ、西都にできるこ
とがあると思います。もっと西都の良いところを知っ
て、市外の人たちにその良いところをアピールしてい
きたいです。この西都を良くしていくには、一人一人
の意識が大切です。例えば、道ばたにおちているごみ
を拾うという小さなことでも、西都をかえる大きな力
になっていくと思います。
　私は、もっと西都の良いところをみんなに知っても
らって西都にたくさんの人が来てほしいです。そのた
めには、自分ができることをやっていくことが大切で
す。大好きな西都を、来た人に「良いところだね」と
言ってもらえるような町づくりをしていきたいです。

題名　『私と西都』
妻南小学校　6 年※　

　　濵
はますな

砂 凜
り ほ こ

穂子 さん
※学年は 3 月時点のものです 

かわぐち ゆうま くん
あいいく幼稚園卒・6 歳

　　　作品「おひなさま」

　三納　八
や と う

藤 巴
ともえ

  さん（85 歳）

み
ん
な
の
広
場

長年の経験を生かした統計調査員活動で、
　　2015 年農林業センサスで『農林水産大臣表彰』を受賞！

　

社
会
経
済
や
行
政
施
策
の
指
針

と
な
る
各
種
統
計
調
査
に
貢
献
し

た
調
査
員
な
ど
を
表
彰
す
る
『
統

計
功
績
者
表
彰
』。
そ
の
表
彰
で
、

鬼
塚
ひ
ろ
子
さ
ん
が
『
農
林
水
産

大
臣
表
彰
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

鬼
塚
さ
ん
が
初
め
て
調
査
員
と

な
っ
た
の
は
昭
和
60
年
に
行
わ
れ

た
国
勢
調
査
。
そ
れ
以
降
、
約
30

年
に
わ
た
り
、
商
業
や
住
宅
な
ど

の
統
計
調
査
で
調
査
員
を
30
回
以

上
勤
め
て
き
ま
し
た
。

　

鬼
塚
さ
ん
は
「
調
査
の
内
容
を

勘
違
い
し
て
回
答
を
渋
る
人
も
い

る
け
ど
、
粘
り
強
く
説
明
し
て
、

調
査
用
紙
を
回
収
で
き
た
と
き
は

ホ
ッ
と
し
ま
す
」
と
話
し
「
今
は

昔
と
違
っ
て
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
調
査

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会

わが家のアイドル（未就学児）・紙面で紹介したい頑張っている市民（小学生以上）の情報・表紙の題字
（さいと）は随時募集中です。市総務課広報係まで　℡ 0983-43-1111　メール：koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
元気シニア元気シニア

鬼塚　ひろ子
おにつか　    　  　　　こ　    

さん

 
猿
さるわたり

渡　新
あらた
くん

（平成27年３月13日生）

我が家のわんぱく小僧。ボール遊び
   大好き！目指せ未来のサッカー選手！

( 妻町：裕二さん・美佳さんの長男 )

　

　

西
都
市
内
に
働
く
場
所
が
あ
れ

ば
若
者
た
ち
が
遠
く
に
出
て
行
か

な
い
、
若
者
た
ち
が
地
元
に
残
れ

ば
市
全
体
が
活
性
化
し
て
、
元
気

が
出
て
人
口
も
増
え
る
の
で
は
と
、

我
が
三
納
で
も
去
年
か
ら
『
逢
初

交
流
会
』
を
始
め
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
交
流
会
で
１
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
ま
で
で
き
て
、

今
で
は
ピ
ー
マ
ン
農
家
の
家
族
の

一
員
と
し
て
お
仕
事
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
気
を
良
く
し
て
、

今
年
も
逢
初
交
流
会
を
３
月
６

日
（
日
）
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
で
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
こ
の

交
流
会
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
も
始
め
て
２
回
目

で
す
が
『
み
の
う
元
気
未
来
フ
ェ

ス
タ
』
と
銘
打
っ
た
昼
間
の
祭
り

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

三
納
で
夜
の
祭
り
は
『
長
谷
観

音
夏
ま
つ
り
』
が
有
名
で
す
が
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
「
昼
間
の

祭
り
を
」
と
い
う
声
に
応
え
て
始

め
た
の
が
フ
ェ
ス
タ
で
し
た
。
去

年
は
雨
に
降
ら
れ
大
変
で
し
た
が
、

多
く
の
皆
さ
ま
が
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
ま
た
抽
選
会
の
と
き
は
一

層
盛
り
上
が
り
大
変
喜
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
祭
り
に
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
絆
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

昭和 24 年４月 18 日生
妻：三宅地区

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

三納地域づくり協議会
会長　井上正廣さん

「みのう元気未来フェスタ」の様子



■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

■
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

弥
勒
祐
徳 

絵
画
展

■
期
間
＝
開
催
中
。４
月
10
日（
日

　

曜
）
ま
で

第
８
回
「
一
の
会
」
油
絵
作
品
展

■
期
間
＝
４
月
12
日
（
火
曜
）
〜

　

17
日
（
日
曜
）

第
11
回
絵
手
紙「

彩
美
会
」
作
品
展

■
期
間
＝
４
月
19
日
（
火
曜
）
〜

　

24
日
（
日
曜
）

端
午
の
節
句
展

■
期
間
＝
４
月
26
日
（
火
曜
）
〜

　

５
月
８
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

　

毎
年
恒
例
の「
西
都
花
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
桜
と
菜
の
花

の
競
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

や
、
地
場
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
期
間
＝
開
催
中
。４
月
７
日（
木

　

曜
）
ま
で
。

※
４
月
２
日
（
土
曜
）・３
日
（
日

　

曜
）
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

　

焼
酎
の
振
る
舞
い
、
花
の
苗
・

　

桜
の
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
１
日

　

１
０
０
個
の
景
品
が
当
た
る
宝

　

探
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
開
催
時
間
＝

　

金
〜
土
曜
：
10
時
〜
22
時

　

日
〜
木
曜
：
10
時
〜
21
時

■
場
所
＝
西
都
原
御
陵
墓
前
広
場

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
商
工
会
議
所

　

℡
０
９
８
３-

43-

２
１
１
１

　

第
10
代
都
於
郡
城
城
主
伊
東
義

祐
（
三
位
入
道
）
が
開
い
た
と
言

わ
れ
る
山
路
毘
沙
門
天
の
縁
日
。

■
日
時
＝
４
月
24
日
（
日
曜
）
10

　

時
〜

■
会
場
＝
山
路
毘
沙
門
天
堂
（
三

　

宅
山
路
地
区
）

■
内
容
＝
本
尊
で
あ
る
山
路
毘
沙

　

門
天
立
像
（
県
指
定
文
化
財
）

　

の
ご
開
帳
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

■
日
時
＝
５
月
１
日
（
日
曜
）
10

　

時
〜
17
時

■
会
場
＝
大
師
堂
広
場
（
右
松
城

　

平
地
区
）

■
内
容
＝
弘
法
大
師
像
の
ご
開
帳
、

　

婦
人
会
に
よ
る
振
る
舞
い
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査

の
結
果
は
、
福
祉
施
策
、
生
活
環

境
整
備
、
災
害
対
策
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
計
画
策
定
な
ど
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

速
報
結
果
は
総
務
省
統
計
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

平
成
27
年
国
勢
調
査

　
人
口
当
て
ク
イ
ズ
入
賞
者
発
表

　

国
勢
調
査
に
よ
る
西
都
市
の
人

口
は
３
万
７
０
４
人
、
世
帯
数
は

１
万
２
０
０
２
世
帯
で
し
た
（
平

成
27
年
10
月
１
日
現
在
）。

　

市
の
人
口
当
て
ク
イ
ズ
に
応
募

の
あ
っ
た
中
か
ら
、
速
報
人
口
に

近
い
次
の
３
人
の
方
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

１
等　

五
島
哲
也
さ
ま

（
３
万
５
７
６
人
）

　

２
等　

黒
木
節
子
さ
ま

（
３
万
５
７
１
人
）

　

３
等　

黒
木
正
二
さ
ま

（
３
万
５
６
９
人
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
政
策
課　

　

℡
０
９
８
３-

32-

１
０
１
１

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、
次

の
事
務
や
権
限
が
県
か
ら
市
に
移

譲
さ
れ
ま
し
た
。

▽
移
譲
さ
れ
る
事
務
や
権
限
＝

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
設
立
認
証
、
役
員
の
変

更
な
ど
の
届
け
出
の
受
理
、
定
款

変
更
の
認
証
、
軽
微
な
事
項
に
係

る
定
款
変
更
の
届
け
出
の
受
理
、

事
業
報
告
書
な
ど
の
受
理
、
事
業

報
告
書
な
ど
の
閲
覧
ま
た
は
謄

写
。

▼
担
当
係
＝
市
民
協
働
推
進
課　

　

市
民
協
働
推
進
係

　

℡
０
９
８
３-

32-

１
０
０
５

　
「
出
張
年
金
相
談
」
で
は
、
月

に
１
回
、
高
鍋
年
金
事
務
所
の
職

員
が
市
役
所
で
、
年
金
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
や
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
高
鍋
ま
で
行

か
な
く
て
も
老
齢
厚
生
年
金
・
遺

族
厚
生
年
金
な
ど
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
の
年
金
相
談
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

■
平
成
28
年
度
の
年
間
相
談
日

　

４
月
21
日
、
５
月
19
日
、　

　

６
月
16
日
、
７
月
21
日
、

　

８
月
18
日
、
９
月
15
日
、

　

10
月
20
日
、
11
月
17
日
、

　

12
月
15
日
、
１
月
19
日
、

　

２
月
16
日
、
３
月
16
日

※
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催

■
相
談
時
間
＝
10
時
〜
12
時
、
13

　
時
〜
15
時

■
場
所
＝
市
役
所
市
民
課
年
金
係

■
受
付
内
容
＝
老
齢
・
遺
族
厚
生

　

年
金
の
請
求
手
続
き
、
厚
生
年

　

金
・
国
民
年
金
の
記
録
確
認
、

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
や
そ
の
他
年

　

金
に
関
す
る
質
問
な
ど

■
予
約
＝
各
相
談
日
の
１
カ
月
前

　

か
ら
電
話
に
よ
る
予
約
を
受
け

　

付
け
ま
す
。
必
ず
事
前
に
ご
予

　

約
く
だ
さ
い
。

■
予
約
先
＝
高
鍋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

23-

５
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
年
金
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
２
１

　

高
鍋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

23-

５
１
１
１

　

本
市
で
は
、
福
岡
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
本
市
出
身
者
に
都
市
圏
か

ら
見
た
「
ふ
る
さ
と
西
都
」
の
将

来
像
に
つ
い
て
、多
角
的
な
意
見
・

情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
福
岡
市
に
お
い
て
「
明
日

の
西
都
を
語
る
福
岡
会
議
」
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

は
、
本
市
出
身
の
福
岡
在
住
者
で

組
織
す
る
「
福
岡
西
都
会
」
の
総

会
・
懇
親
会
と
あ
わ
せ
て
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
５
月
28
日
（
土
曜
）

に
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、
よ
り

多
く
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
く
た

め
、
本
市
出
身
の
福
岡
在
住
者
の

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
家
族
、
ご
親
戚
、

お
知
り
合
い
な
ど
で
福
岡
在
住
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
情
報
提
供
先
＝
福
岡
在
住
者
の

　

住
所
、
氏
名
を
次
の
い
ず
れ
か

　

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
：
〒
８
８
１-

８
５
０
１

　
　

西
都
市
役
所
総
合
政
策
課

　
　
　

企
画
政
策
係

○
℡
０
９
８
３-
32-

１
０
１
１

○
FAX
０
９
８
３-
43-
２
０
６
７

○
メ
ー
ル
：sogo@

saito-city.jp

※
福
岡
県
内
に
限
ら
ず
近
辺
（
佐

　

賀
県
、
山
口
県
）
の
方
や
、
本

　

市
に
縁
の
あ
る
方
の
情
報
で
も

　

結
構
で
す
。

※
「
福
岡
西
都
会
」
総
会
な
ど
に

　

つ
い
て
本
市
よ
り
連
絡
を
し
ま

　

す
の
で
、
で
き
る
限
り
ご
本
人

　

の
了
解
を
得
て
い
た
だ
き
ま
す

　

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

　
「
福
岡
西
都
会
」
総
会
お
よ
び

　
「
明
日
の
西
都
を
語
る
福
岡
会

　

議
」の
ご
案
内
の
み
に
使
用
し
、

　

そ
れ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い

　

た
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

　

℡
０
９
８
３-

32-

１
０
１
１

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力

や
、
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
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＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント

お知らせ

EV
EN
T 
＆
 N
EW
S

 2016  April

＆
●
● 

イ
ベ
ン
ト 

●
●

IN
FO
RM
A
TIO
N

ンフォメーションイ
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
〜
４
月
の
催
し
〜

西
都
花
ま
つ
り

県
か
ら
市
に
、
事
務
の

　
一
部
が
移
譲
さ
れ
ま
し
た

●
● 
お
知
ら
せ 

●
●

平
成
27
年
国
勢
調
査

「
人
口
速
報
集
計
結
果
」
の

　
　
　
　
　
公
表
に
つ
い
て  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

●
● 

募　
　
集 

●
●

城
平
弘
法
大
師
祭

山
路
毘
沙
門
天
祭

本
市
出
身
の

　
福
岡
在
住
者
の
情
報
募
集

出
張
年
金
相
談

　
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
４
月
24
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
相
談

■
日
時
＝
５
月
10
日
（
火
曜
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
次
回
は
９
月
13
日
（
火
曜
）

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

　

る
健
康
相
談
、
血
圧
・
体
重
・

　

体
脂
肪
測
定
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

交
通
事
故
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

13
時
〜

　

13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を

守
り
日
本
一
安
全
・
安
心
な
畜
産

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
＝
４
月
20
日
（
水
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
４
月
28
日
（
木
曜
）
９

　

時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
21
年
４
月
２
日

　

〜
５
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
16
年
５
月

　

１
日
〜
５
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送
し
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
、
２
０
１
６
年
度
春

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
＝
４
月
１
日（
金
曜
）

　

〜
５
月
９
日
（
月
曜
）

■
応
募
資
格
＝
満
20
〜
39
歳
（
シ

　

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
満

　

40
〜
69
歳
）
の
日
本
国
籍
を
持

　

つ
方

■
募
集
分
野
＝
農
林
水
産
、保
健
・

　

医
療
、
公
共
・
公
益
事
業
、
人

　

的
資
源
な
ど

■
派
遣
国
＝
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、

　

中
南
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
中
東

　

地
域
の
約
70
カ
国

■
派
遣
期
間
＝
１
年
間
・
２
年
間

※
応
募
時
に
は
指
定
の
「
語
学
力

　

申
告
台
紙
」
の
提
出
が
必
須

体
験
談
＆
説
明
会

□
日
時
＝

　

４
月
２
日
（
土
曜
）

　
　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

４
月
14
日
（
木
曜
）

　
　

19
時
〜
21
時

□
会
場
＝
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
４
階

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
２

■
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス

　

ク
宮
崎
（［
公
財
］
宮
崎
県
国

　

際
交
流
協
会
）

　

℡
０
９
８
５–

32–

８
４
５
７

　

公
益
財
団
法
人 

国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
体
験
を
通
し
て

お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
た
め
の
海
外
派
遣

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.kskk.or.jp

）

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
な
ど

■
派
遣
先
＝
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

　

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど

■
日
程
※
＝
７
月
22
日
（
金
曜
）

　

〜
8
月
14
日
（
日
曜
）
の
う
ち

　

8
〜
18
日
間

■
対
象
※
＝
小
学
３
年
生
〜
高
校

　

３
年
生

■
締
切
※
＝
5
月
26
日
（
木
曜
）

　

ま
た
は
６
月
９
日
（
木
曜
）

（
※
は
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
＝

　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年

　

研
修
協
会

　

℡
03-

６
４
１
７-

９
７
２
１

消
費
生
活
無
料
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
４
月
５
日
（
火
曜
）
13

　

時
〜
16
時

※
次
回
は
５
月
10
日
（
火
曜
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

行
政
相
談

■
日
時
＝
４
月
14
日
（
木
曜
）
10

　

時
〜
12
時

※
次
回
は
５
月
12
日
（
木
曜
）

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
４
月
19
日
（
火
曜
）
10

　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
４
月
19
日
（
火
曜
）
13

　

時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
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＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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相
談

そ
の
他

休日在宅医

日月 曜 病院名 電話番号主な診療科目
休日在宅医は変更になることがあります。事前に電話でご確認ください。

日24 大塚皮膚科医院 皮膚科 43-5234

8 日 いわみ小児科医院 小児科 42-1500

すぎお医院 胃腸科・内科 41-1177日17

日 鶴田病院 外科・内科 42-3711　1
眼科 43-345629 西都児玉眼科金

のぐち眼科クリニック 眼科 42-00394 日3

5

とめもり小児科 小児科 43-5884日10

木 水田内科医院 内科 43-11155
水 三財病院 内科・整形外科 44-52214
火 こうの整形外科 整形外科 43-22003

 4 月の納期
  　■納付期限＝5月2日（月曜）
　　　　○固定資産税（1期）　

 問い合わせ：税務課　☎43-1061

※口座振替・コンビニ払いも利用できます。
　納期内の納入をお願いします。

小
学
生
〜
高
校
生
の
夏
休
み

　
海
外
研
修
参
加
者
募
集



　

先
日
、
市
内
の
和
菓
子
店
『
水

野
屋
』
さ
ん
が
新
商
品
の
贈
呈
に

市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。
品
名
は

『
伊
東
マ
ン
シ
ョ
生
誕
の
地
か
ら

の
贈
り
物
「
黒
豆
ボ
ー
ロ
」』。

　

本
市
出
身
の
伊
東
マ
ン
シ
ョ
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
時
代
に
日

本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
『
ボ
ー

ロ
』
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
自
信
作
と

の
こ
と
。
や
さ
し
い
食
感
の
黒
豆

あ
ん
を
蜂
蜜
た
っ
ぷ
り
の
ボ
ー
ロ

生
地
で
包
ん
で
あ
り
ま
す
。

　

和
菓
子
好
き
の
私
が
実
際
に
い

た
だ
く
と
、
も
ち
も
ち
と
し
た
生

地
と
黒
豆
あ
ん
が
何
と
も
上
品
な

味
わ
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
あ
れ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）
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３
月
11
日
、
毎
年
恒
例
の
妻
高

女
声
合
唱
団
の
演
奏
会
が
、
宮
崎

市
の
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
「
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
タ
ー
ン

ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
埋
め
尽
く
す
観
客
の
多

さ
に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
も
会
場
は
、
高
校
で
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
合
唱
を
ぜ
ひ

聴
き
た
い
と
い
う
人
々
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
そ

の
一
人
で
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い

演
奏
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

妻
高
女
声
合
唱
団
は
、
県
内
で

は
優
勝
争
い
の
常
連
校
で
、
平
成

27
年
度
は
全
国
大
会
で
銀
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
合
唱
団
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
高
校
に
入
学
す

る
ま
で
本
格
的
な
合
唱
経
験
の
な

い
生
徒
ば
か
り
で
、
合
唱
団
を
指

導
さ
れ
る
片
山
先
生
に
鍛
え
ら
れ

て
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
へ
と
成
長

し
て
い
く
の
で
す
。

　

片
山
先
生
は
、「
西
都
は
飲
み

水
が
き
れ
い
だ
か
ら
『
良
い
声
』

が
出
せ
る
の
で
す
よ
」
と
謙
遜
さ

れ
ま
す
が
、
私
は
、
こ
の
成
長
は

先
生
の
生
徒
や
合
唱
に
対
す
る
愛

情
、
そ
し
て
指
導
力
の
た
ま
も
の

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
先
生
の
指
導
に
加
え
、
生
徒

た
ち
の
努
力
な
し
に
は
こ
の
よ
う

な
成
果
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

素
人
同
然
で
入
部
し
て
き
た
生

徒
た
ち
は
、
３
年
間
、
相
当
な
努

力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
時
に
は
く
じ
け
そ
う
な
こ
と

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
先
生

や
家
族
、
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も

苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
掛
け
替
え

の
な
い
仲
間
た
ち
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
経
験
は
、

き
っ
と
彼
女
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
大
い
に
生
き
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
伝
統
あ

る
妻
高
女
声
合
唱
団
の
活
躍
に
称

賛
を
贈
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
さ

れ
ん
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

編
集
後
記

COOKING

橋
田
和
実

ちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

BOOKS

　若山牧水賞の第 20 回
と牧水生誕 130 年を迎
えたことを記念し、若
山牧水賞運営委員会が
製作した歌集です。
　若山牧水を育んだ宮
崎 県 の 誇 る べ き 素 材
100 項目を題材に、全
国の著名な歌人 100 人
が詠んだ短歌とその題
材の解説をカラー写真
と共に掲載しています。

『みやざき百人一首』
若山牧水賞運営委員会 / 編  宮日文化情報センター

オススメの本

妻
高
女
声
合
唱
団
の

活
躍
に
期
待

『おばあちゃん、おじいちゃんを知る本１』
　江頭　恵子／著　　大月書店

〜市立図書館の新刊より〜人の動き ( 平成 28 年３月１日現在 )
■人　口　30,445 ( −  42)　■男　   14,314 ( − 31)
■世帯数　12,153 ( −    3)   ■女　　16,131 ( − 11)
■転入  60  　■転出   73    ■出生  14  ■死亡   43
■高齢化率 (65 歳以上 )　33.42％

２月号プレゼント「守田フードさんの『焼酎 逢初（正春酒
造）』」の当選者です。おめでとうございます。

坂　元　志保子　さま　（ 宮崎市 ）
米　良　栄　子　さま　（ 平　郡 ）
岡　田　俊　一　さま　（ 御舟町 ）

PRESENT『市原製茶』さんの
　  「新茶（1,000 円相当分）」
　『市原製茶』さん出
品の新茶（1,000 円相
当の商品）を３人の方
にプレゼント。

※写真はイメージです
プレゼント応募方法
　はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と広報紙
に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記までご応
募ください。締切は4月30日(当日消印有効)です。
※賞品をこのはな館まで取りに来られる方に限ります。
※当選者には後日連絡します。　【宛て先】〒 881-8501
　西都市広報担当「プレゼントもらっちゃおう4月号」係。
　または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。

（提供：西都市観光協会）

●作り方
①ベーコンは短冊切り、野菜類は一口大の大き
　さに切る。
②鍋にオリーブ油、ニンニク、ベーコン、タマ
　ネギ、　ニンジンを入れてさっと炒める。水
　150cc を加えて煮立たせ、ナス、カラーピー
　マン、ズッキーニ、トマト缶を加えて煮込む。
④材料がある程度煮えたら、残りの調味料を入
　れて味がしみ込むまでさらに煮込む。
　（弱火にして、時々上下を混ぜる）
⑤最後にバジルを入れたら完成。

ｒｅｃｉｐｅ
●材料 　（4 人分）
　ベーコン　……　80 ｇ　
　タマネギ　……　200 ｇ
　ニンジン　……　100 ｇ
　ナス　　　……　100 ｇ　
　カラーピーマン  ……　50g
　ズッキーニ　　  ……　100g
　トマト缶（ダイス）…  80g
　トマトピューレ　……  50g

　しわが増え、白髪に
なり、耳が遠くなるな
どの老化現象を図を用
いて分かりやすく、科
学的に解説しています。
　こうした年齢ととも
に衰える能力がある一
方で年齢や経験、知識
を重ねることで向上す
る能力についても触れ、
高齢者と社会のあり方
を子どもに伝えます。

ラタトゥイユ

学校給食から
　　人気のレシピ

　ラタトゥイユとはフランス地方の野菜煮
込み料理です。タマネギ、ナス、ピーマン、
ズッキーニといった夏野菜をニンニクとオ
リーブオイルで炒め、トマト、香草、ワイ
ンなどで煮て作ります。
　給食では、西都産のズッキーニやカラー
ピーマンを使い、うま味を出すためにベー
コンを入れています。パンと一緒に食べた
り、パスタソースにして食べてもおいしい
ですよ。

　
おろしニンニク ……　16 ｇ
白ワイン　　  ……　小さじ１
オリーブ油　  ……　適量
洋風スープストック　
　　　　　　　……   3 ｇ　
薄口しょうゆ　……  大さじ１
塩コショウ　   ……　適量
バジル　         ……　適量



滝一郎の
ちょっとちょっと

第 44回
ゲンゲ

月
吉
日
、
西
の
山
か
ら
ピ
ッ

カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
１
年
坊
主
が
春
風
に
乗
っ

て
き
た
。
道
端
に
は
黄
色
い
タ
ン

ポ
ポ
や
菜
の
花
が
咲
き
、
ゲ
ン
ゲ

畑
の
ピ
ン
ク
色
が
さ
わ
や
か
で
あ

る
。

　

春
の
小
川
は

　
　
　

さ
ら
さ
ら
い
く
よ

　

岸
の
す
み
れ
や

　
　
　

れ
ん
げ
の
花
に

　

す
が
た
や
さ
し
く

　
　
　

色
う
つ
く
し
く

　

咲
い
て
い
る
ね
と

　
　
　

さ
さ
や
き
な
が
ら

　

原
色
植
物
図
鑑
を
見
る
と
『
ゲ

ン
ゲ
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
、
紫
雲
英
。

中
国
原
産
の
越
年
草
本
。
根
に
は

根
粒
バ
ク
テ
リ
ア
が
共
生
し
空
中

の
窒
素
を
固
定
し
て
蓄
え
る
の
で

緑
肥
と
し
て
田
畑
に
植
え
ら
れ
野

生
化
し
て
い
る
。
紅
紫
色
の
花
が

４
～
５
月
頃
に
咲
く
。
暖
帯
・
亜

熱
帯
の
植
物
で
、
日
本
・
台
湾
・

中
国
に
分
布
し
て
い
る
』と
あ
る
。

　

花
の
色
を
決
め
る
ア
ン
ト
シ
ア

ン
と
い
う
色
素
は
酸
性
に
な
る
と

赤
く
な
り
、
ア
ル
カ
リ
性
に
な
る

と
青
く
な
る
と
い
う
性
質
が
あ

る
。
そ
れ
で
ゲ
ン
ゲ
の
花
を
ゆ
で

る
と
き
、
湯
の
中
に
食
酢
を
少
し

入
れ
る
と
見
事
な
ピ
ン
ク
色
に
な

る
。

　

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
刻
ん
だ
酢
の

物
に
混
ぜ
る
と
、
ピ
ン
ク
色
が
ま

す
ま
す
冴
え
て
食
卓
が
華
や
か
に

な
る
。

　

原
稿
を
書
き
終
わ
っ
て
２
階
か

ら
周
り
を
見
た
ら
、
一
面
が
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ゲ
ン
ゲ
畑
は
１
枚

も
な
か
っ
た
。
あ
の
頃
の
子
ど
も

た
ち
が
花
眼
鏡
の
代
わ
り
に
老
眼

鏡
を
掛
け
て
考
え
込
ん
だ
。

　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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